











































動・植物保護のための法律が次々と制定され、また、有名な動物虐待防止協会 Society for the 




















森林法について、またこの政策と海軍との関係についてはそれぞれ、].C. Fox， The Royal Forests of England， 1905、D.Albion， 
Forest and British Seapower， 1926.の古典的研究を参照のこと。また、この期の保全政策をより長期的、およびグローパルな
19世紀後半イギリスにおける環境保護運動(佐久間)
ノfー スベクティプのもとに論じたものとして、 R.H. Grove，“Co1onia1 Conservation， Eco1ogica1 Hegemony and Popular 
Resisence:towards a G1oba1 Synthesis" ，iu ]. MacKenzie(ed.)， Imperialism and the胎 tura1Wor1d， 1990.参照。






















表① 19世紀後半のおもな環揖保護団体と主要メンバー (下線はCPSのメンバー )
1876年 Kyrle Society (ロンドンのイースト・エンドでの公園建設に従事)
Octavia Hil1. William Morris， R!obert Hunter 
1877年 S∞i ety for the Protect i on of Anc i ent Bu i I d i ngs (歴史的建造物の保存活動)
William Morris ， l細目 Brvc~， 1ohn Lubbock， John Ruskin， Thackery' Turner 
1881年 Nat i ona I Footpath Preservat i on Soc i ety (国立公園運動の先駆)
J姐 esBrvce 
1882年 Metropolitan Publ ic Gardens Associat ion 
Reginald Brabazon， Earnest H町 t，Geon~e John Shaw-Lefevr~， l祖国 Brvc~，
Richardson Evana，lohn Lubbock，_Lord Mount-Temo1~， Henry Peek 
1883年 LakeDistrict De向nseSocietY(IR82年 DerwentWater and Borrowda1e Defense 
Committeeとして創設、英国北西部湖水地方の景観保全)
Hardwicke Rawns1ev 
1885年 SeI bor ne League 
1885年 P I umage League 両団体は1886年に合同して
Se I borne Soc i ety'こ(森林保全、動権物、とくに鳥類保護)
George Musgrave， Francis Orpen Morris，lohn Lubbock，Robert Hunter， 
I訓 esBrvce， tlardwicke Rawns1ey，Richardson Evana， William Blake Richmond， 
。吃taviaHi 1 LGeor~e .Tohn Shaw-Lefevre 
1893年 Soc i ety for Check i ng the Abuses of Pub I i c Advert i s i ng (景観を損ねる野外広告の
規制運動)
Richardson Evans， Alfred Waterhouse， Robert Hunter，tl:ardwicke Rawns1ey， 
Will iam B1ake Richmond， Geor~e .Tohn Shaw-Lefevr~， Regina1d Br油azon，
William Morris， 1組問 Brvce
1895年 NationalTrust for Places of Historic Interest or Natural Beauty 
Octavia Hi1l，Robert Hunte:r"， tlardwicke Rawns1ey， Iames Bryc~， 
Wi 11 iam Blake Richmond， Geor~e .Tohn Shaw-Lefevre 
1898年 CoaI Smoke Abatement Soc iety 
Wi 11 iam Blake Richmond， Reginald Brabazon，lames Bryce，lohn Lubbock， 
Geor耳e.Tohn Shaw-Lefevr~， Thackery Turner， Richardson Evans 
]. Ran1et t，“Checking Nature' s Desecration:Late-Victorian Environmenta1 
Organization" ， Victorian Studies， vol. 1983.より作成。
の顧問弁護士をつとめていたR.ハンター RobertHunterがトラスト執行委員長に就任している。
(4) K. Thomas，肋nand the Natura1 Wor1d:Changing Attitudes in Eng1and 1500-1800，1983 (山内監訳『人間界と自然界{近代
イギリスにおける自然観の変遷寸 法政大学出版局、 1989年)
(5) J. M. MacKenzie， The l:Ilpire of Nature:Hunting， Consθ'rvation and British Imperia1isID， 1988， pp. 26-7. 
(6) こうした研究の典型として、この団体に関わったメンバ一、とくにその中心メンバーであるオクタヴィア・ヒル、ロパート
-ハンター、ハードウィック・ロンズリの生いたちやその思想形成をあつかった、 B.A. K. McGaffey，“Three Founders of the 
British Conservation Movement， 1865-1895:Sir Robert Hunter，Octavia Hill and Hardwicke Drumond Rawnsley" (Ph.D.diss， 
Texas Christian University)， 1978.がある。一般に、この協会も含めてこの時期の環境保護運動については、参加じた運動家
の思想的系譜をたどる評伝的研究が書かれるか、後のナショナル・トラストに連なる運動の発展史の一部として扱われるかの
いずれかの傾向がある。協会にかんする我が国で唯一の研究として、平松 紘「イギリス「入会地保存協会J倉IJ成期における
活動 入会の比較研究のための準備的考察 J ~青山法学論集~ 26-3・4(1985年)19-47頁がある。ここでは、共有地に
かかわる土地制度史上の転換において協会の果たした役割という法制史の観点から検討が加えられている。
(7) 近年ようやく、環境史を標梼する研究が現れ始めた。たとえば、B.W. Clapp， An Environmental History of Britain since 















































































66年の首都共有地法 MetropolitanCommons Act (32&33 Vict.c. 107.)によって、首都警察管区内の
共有地闘いこみの全面禁止として具体化した?しかし、この理念を実現していくうえで、 66年法には
2つの限界があった。 1つは、その適用範囲が首都警察管区内に限定されていたことである。さらに、




























こうしたことは、協会のメンバーにとどまるものではない。たとえば、 「首都公園協会J Metropo 



























“Report from the Select Commi ttee on Public Walks" ，Parliamentary Papers， 1833， X V， p.339. 
(2) Ibid. • p. 344. 
(3) この事件の経緯については，G.].Shaw-Lefevre， Commons， Forests and Footpaths:・theStory of the Battle during the last 
Forty-five Years for Public Right over the COl四ons.Forests and Footpaths of England and肋les，1910. pp. 19-21.この
著書は、共有地保存協会の創立者の一人で初代議長を務めた人物による、共有地保護の運動を回顧して記されたものである。
また、平松紘「ウィンヴルドン入会地の社会的展開(1) J W青山法学論集~ 29-3・4(1988年) 151-193頁.も参照。
(4) イギリスのコモン・ライド(入会権)と共有地については、望月礼二部「イギリスにおける入会権J、内田力蔵・渡辺洋三
『市民社会と私法~ (東大出版会、 1963年所収)による整理が詳しいのまた、戒能通厚「現代イギリス土地法のー側面一入会
地とオープン・スペースを中心に一J 、内田古稀記念『現代イギリス法~ (成文堂、 1980年所収)も参照。






共有地の地盤所有者(マナ領主)による設定 grant、一定期間の継続的利用によって生ずる時効取得 prescription 、あるい
はマナの慣習によって謄本保有者に生ずる場合のいずれかとされた)であるとするこの見解は、その後の判決でも踏襲され
ることになる。 この裁判のもつ意味については、 E.P. Thompson， Customs in Common， 1991， pp. 132-9.参照。





コモン・ライト保持者、 12名の地方税納入者、あるいは地方政府当局(首都工務局 Metropol i tan Board of Works、のちロン






義に用いられた「開発Japprovingがなされたと、法的には呼ばれるのであるJW. Blackstone， Commentaries on the Laws of 
England， vol. 2， 1765， p.34. 




(11) O. Hill， Our Co.脚 onLand and Other Short Essay， 1877， pp. 141， 14-16.また、ヒルの評伝として、 McGaffey，op. ci t.の他に、
c. E. Maurice(ed.)， Life of Octavia Hil1 as told in her Letters， 1914，および w.T. Hill， Octavia Hil1， Pioneer of the 
National Trust and Housing Reformer， 1956.参照。
(12) 1882年創立のこの団体の活動については、 H.L. Malchaw，“Public Garden and Social Action in Late-Victorian London" ， 




(13) A Brief Statement of the Objects of the Metropoli tan Public Garden， Boulevard and Playground Association， 1883， pp. 
5-6. ，Malchaw， op. cit. p. 109の引用による。
(14)社会帝国主義と「国家的効率Jという言説については，B.Semmel， Imperialism and Social Reform:English Social-Imperial 
Though t 1895一1914.ch. 1，3 (野口建彦・照子訳『社会帝国主義イギリスの経験 1895-1914-~ みすず書房， 1982年)参照。
(15) との時期のミドル・クラスによる改良主義については、その基本的な理念について論じた、川島昭夫 f19世紀イギリスの都


































財産権の侵害との強い反論があり、いったん廃案となった。そののち、 76年に共有地法 CommonsAct 















































ともかく、協会のこれら二方面での活動は、 1893年の共有地法の改正 CommonsAmendment Act (56 













(1) T. E. Scrutton， Co脚 onsand Co皿 on
保全計画 面積
成立年 共有地名 所在州 (ヱーカー)
Fields， 1887. pp. 157-60.参照
1869年 Hayes Co阻 on Kent 200 
(2) ショウ・ルフェーヴルは、 1865年勧告 1871 B1ack Heath Kent 267 
Shepherd' s Bush Co阻 on Midd1sex 8 
直後に首都圏内の共有地ですでに囲いこ 1872 Hackney COlDIDons Midd1esex 166 
1873 Toot ing Bec COlDIDon Surrey 144 
みが頻繁におこなわれようとした事実を 1877 Ealing COlDIDons Middlesex 50 
Clapham Co阻 on Surrey 200 
記している。その事例として挙げられて Bosta1 Heath Kent 55 
1880 Staines Commons Midd1esex 353 
いるのは、以下の共有地、森林である。 1881 Brook Green Midd1esex 27 
1882 Acton Common Midd1esex 12.5 
Epping Forest、BerkhamstedCommon、 Chiswick and Turnham 
Green COlDIDons Midd1esex 21. 5 
P 1 ums tead COlDIDon、TootingCom皿on、 Tottenham Commons Midd1esex 48 
1884 Streatham Common Surrey 66 
Bostall Heath、HampsteadHeatho Shaw- 1888 Chis1ehurst and St. Pauls 
Cray Commons Kent 182 
Lefevre， op. cit. ，p. 27. Farnborough Commons Kent 45 
1891 Mi tcham Commons Surrey 570 
(3) 71年提出の改正法案の内容は、 1)につ 1893 Banstead Commons Surrey 1，300 
1898 Barnes Common Surrey 120 
いては、 ①50Dエーカー以下の土地の囲 East Sheen Common Surrey 53 
1899 Harrow Wea1d Common Middlesex 46 
込に際して、そのw分の 1の土地を提供 1900 Petersham Co凹 on Surrey 17 
すること、②500エーカー以上の土地の囲
1901 Orpington Commons Kent 5.5 
Ham Common Surrey 126 
込に際しては、そのw分の 1以上の土地 1904 Farnborough Commons Kent 45 No Man' s Land Middlesex 4.5 
の提供を求める。 2)については、人口5000 1908 Ma1den Green Surrey 9 
1909 Keston Common and Leaves 
人以上20000人以下の都市の場合、中心か Green Kent 75 
ら1マイル以内について、人口20000人以 計 4， 171 
上の場合6マイル以内について、 66年法が Shaw-Lefevre， op. ci t. . Appendix 1， p.331-2.より。
適用されるべきこととしている。また、この法案には都市当局が共有地内の諾権利を買い取ることを承認する条項も盛りこま
れ、共有地保存の担い手として都市当局を想定したものである。以上、および76年法とその成立までの議会での論議について
は;、 Scrutton，op. cit.， pp. 164-7.と Shaw-Lefevre，op. ci t.， pp. 189-99.による。
(4) 囲いこみ委員会に保全計画を申請する際、地盤所有者の承認と 3分の 1以上のコモン・ライト保持者の同意を必要とし、委















が決定された。以上、 Shaw-Lefevre，op. ci t.， pp. 42-54. 
(6) 以下の叙述は、 Thompson，op. ci t.， pp. 142-3.および Shaw-Lefevre，op. ci t.， pp. 73-110.による。






じている。このことについて、ショウ・ルフェーヴルは「ユーモラスな出来事j として片づけている。 Ibid，106-8. 
(9) なお、この時点で従来の囲いこみ委員会の権限は農務省 Boardof Agricul tureに移管された。また、 1894年の地方政府法
Local Government Actにより、承認を与える前に農務省は当該の地方政府に予告する義務を負うことになった。また、農務省
の囲いこみ承認に対して、裁判所に差し止め命令を請求する権利もコモン・ライト保持者に留保された。さらに、 1899年の共







































































































































































































































の書JBook of Dennisと呼んでいた。以上、 C.E. Hart， The Free Miners of the Forest of Dean， 1953. esp. Ch. 11. 
(2) Shaw-Lefevre， op. cit.， pp. 174-7. 
(3) 父親が「自由な鉱夫j ではない場合、他の地縁的条件をみたしていても、 「自由になるj ためにはさらに 7年間の徒弟修行











Fisher， op. cit.， pp. 10-13. 
(6) Ibid ，p. 7. 
(7) この過程を押し進めた「よそ者Jforeignerとして、 E.プロザロ EdwardProtheroeという人物がしばしば記録にあらわ
れる。かれは次々と蒸気機関を用いた排水用の機械を導入し、深い層の採掘を可能とした。また、かれはtheSevern and Wye 
や theBullo Pill鉄道の大株主でもあった。これらの鉄道は1810年から営業を開始し石炭の運搬に活躍した。 H.W. Paar， The 
Great Western Rai1wa.r in Dean， 1971 (2nd. ed. )，Ch. 2. 








常につきまとっていたことであった。 Commissionersof Woods， Forests and Land Revenues側もこのことを認識していたよう
である。この委員会は御料地上にある諸権利に関して詳細な調査をおこない、その結果を1829年に財務部にたいして報告して
いる(その結果は Reportfrom the Commisioners of Woods， Forests and Land Revenues to the Lords of the Treasury， 
recommending measures for ascertaing the Boundaries of Dean Forests， and for inquiring into the Rights or Claims of 
persons calling themse1ves Free Miners， 1829， Parliamentary Papers， 1830， X X 1 X.)その中で、 I i自由な鉱夫」と自称
する者たちによる漠然とした、そして相互に矛盾する主張によって、森に資本を投下している個々人への損失と不都合のみな
らず、国王陛下の利益にとっても大変な損害がもたらされており、またその弊害は日々つのっているJとの記述があるの Ibid，
p.3.以上は、 Fisher，op. cit.， pp. 22-29. 
(9) この事件については、 R.H. Grove，“Co10nial Conservation" ，p. 32， Fisher， op. cit.， pp. 36-42.参照。この事件参加者への処
分は概ね寛大なものであり、首謀者であるウオレン・ジェイムズ WarrenJamesも減刑され、 N巴wSouth Walesへの終身流刑
となった。また、この事件がし、わゆる CaptainSwing暴動の中でしめた位置については次の文献を参照。 R.Anstis，肋rren
James and the Dean Forest Riot， 1986. 









すすめるうえで障害であり続けたのである。 Fisher，op. cit.， pp. 30-1， Shaw-Lefevre， op. cit.， pp. 179-80. 
(11)表④にみるように、 38年法の規定により45年までは住民への名目的な価絡での土地の売却(不法侵害地の合法化)がおこな
われてきた。 しかし、それ以降は土地の周辺住民への売却はほとんどおこなわれ(1859年の売却の大部分は South Wales 
Rai1way Companyにたいするものである)なかった。さらに、表⑤に見るように平時の御料林内の有罪者の過半数は「不法侵
害jによるものであったむ
(12)地方衛生委員会 Loca1 Sani tary Board委員 Arno1dTay10lの調査報告は“Reportfrom the Se 1ect Commi ttee on Dean 
Forest" Appendix no.2 ，Parliamentary Papers; 1874， V， pp. 758-63.に収録されている。
(13) この人物は、ディーンの森の鉱夫組合 (llnionclub)の初代議長をつとめた人物である。この組合は1871年に結成されAA






は80年代にゼネラル・ユニオン化するが、 1885年にはほぼ解体している。 Fisher，op. cit.， pp. 73-105. 
表④ディーンの森御領地の売却状況 (1840-1871)
Year ending Acreage Price 
表⑤ディーンの森林野裁判所a. r. p. per perch 
(t同Courtof Verderers)における
12/31 1840 10 3 25 4d 有罪者数の推移 (1846-1871)
1841 210 2 39 4d 
1842 79 3 15 4d Year Land Others 
1843 194 3 7 4d encroachment8 
1844 19 1 8 1/2 4d 
1845 55 2 16 4d 1846 6 4 
1846 1847 4 6 
1847 1848 19 
1848 1849 8 2 
1849 1850 1 6 
1850 1851 9 2 
3/31 1852 o 0 1 1852 21 8 
1853 1853 19 2 
IBM 1854 18 4 
1855 1 1 3 1/2 1855 1 4 
1856 o 1 33 1856 27 33 
1857 2 0 19 208 1857 14 15 
1858 7 3 39 158 1858 6 22 
1859 38 3 21 1/2 138 1859 10 33 
1860 8 1 9 3/4 228 1860 5 8 
1861 8 3 4 1/2 25s 1861 2 
1862 3 3 33 1/2 31s 1862 8 3 
1863 2 3 20 1/2 348 1863 
1864 o 3 11 168 1864 8 16 
1865 o 2 12 1/2 768 1865 6 3 
1866 1 2 0 40s 1866 10 
1867 4 3 18 1/2 208 1867 12 5 
1868 36 368 1868 5 3 
1869 2 1 241/2 338 1869 4 
1870 14 1/2 42s 1870 11 
1871 20 31s 1871 4 2 
(Returns Relating to Dean Forest， Proceedings of the Court of Verderers， 




























































































“Report from the Select Commi t tee on Dean Forest" ，Parliamentary Papers， 1874， V， pp. 678-693. 
(15) Fi sher， op. c i t. ， pp. 54-9. 




使協調の可能性に関しでもきわめて楽観的であった。 T.Mountjoy， Sixty-two years in the Life of Forest of Dean Collier， 





の住人としての権利」なのである。 “Report from the Select Commi ttee on Dean Forest" Q. 2624-34， 2639-42， 2709-19， 2722 






























Forester，1 April 1875， Fisher， op. cit.， p. 124.の引用による。














Fisher， op. cit.， p.131.より作成
(21) Mining Co阻 issioner規則(1841年)は、第4項で登録者が一定期限以内に操業を開始しない場合の登録取り消しの規定を






しかし、 1883年9月の政府による新法案提出により事態は深刻化し激しい反対運動が展開される。以上、 Ibid， pp. 130-9. 




1859年に無資格にもかかわらず放牧をおこなったとして捕らえられた飼育者15名の記録が残っている (Depllty511rveyor to 
Commissioners of Woods， Forests and Land Revenlles， 17March， 1859， PRO， F.3/263， Fisher， op. cit.， p.149に引用)。もう一つ
136 ~ 
19世紀後半イギリスにおける環境保護運動(佐久間)
とられた措置は、冬季の森林内巡回の強化である。冬季の、いわゆる winterheyning (通常、 1月22日から 5月4日までの
「冬季」の問、狩猟用の鹿に充分な食料を供給するため、御料地での放牧は禁止されていた。さらに鹿の禁猟期=fencemonth、
すなわち oldMidsummer Day= 7月6日の前後それぞれ15日間、にも禁止されていたから、ほぽ6カ月間のみ共同放牧権の行使
が許されていた。)の禁止期間中の放牧の摘発は、これまでほとんどおこなわれてこなかったが、キャンベルはこれを熱心に
おこない、 keeperと住人との聞の紛争が日常化した。 Ibid.• pp. 148-54. 
(23) P.ベイリスが Commissionersof Woods にたいしておこなった1898年の報告によると、この時点で森林内で羊を放牧してい
るとされた236名中、 190名は頭数50頭に満たなし、小規模な貧しい住民であった (DeputySurveyor to Co脚 issionersof Woods， 
Forests and Land Revenues， 7 June， 1898， PRu， F.3/264， Fisher， op. cit.， p. 148の引用による)。この過程についても、 Ibid，
pp. 164-71.に詳しい。





























































(1) N. MacMaster，“The Batlle for Mousehold Heath ・“PopularPolitics" and the Victorian Public Park" ，Past & Prθsent， 
No.127，May 1990.pp.1l7-54. 
(2) Shaw-Lefevre， op. ci t.， pp. 324-5. 
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